
　
昔
日
、本
市
の
災
害
Ｆ
Ｍ
で
ラ
ジ

オ
番
組
を
担
当
し
て
お
り
、な
ん
の

因
果
か
大
船
渡
の
Ｆ
Ｍ
ね
ま
ら
い
ん

で
も
マ
イ
ク
を
前
に
し
た
こ
と
が
あ

る
。都
合
５
年
ほ
ど
パ
ー
ソ
ナ
リ
ティ

と
い
う
モ
ノ
を
務
め
た
。

　
そ
の
際
、一
番
不
安
だ
っ
た
こ
と
は

「
果
た
し
て
、こ
ん
な
放
送
を
聴
い
て

い
る
人
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
」と
い
う

こ
と
。そ
れ
ゆ
え
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、生
放
送
と
、あ
ら
ゆ
る
双
方

向
を
模
索
し
た
。

　「
聴
こ
え
て
ま
す
か
？
」そ
り
ゃ
、ラ

ジ
オ
で
言
っ
て
も
、聴
い
て
る
人
し
か

わ
か
ら
な
い
。聴
い
て
る
人
は
、嬉
々

と
し
て「
聴
こ
え
て
る
よ
！
」と
応
答

し
て
く
れ
る
、か
も
し
れ
な
い
。し
か

し
、こ
れ
で
終
わ
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
。聴

い
て
な
い
人
に
ど
う
声
を
伝
え
る
か
。

コ
コ
が
一
番
大
事
だ
と
思
っ
て
捲
し

立
て
て
い
た
。

　「
議
会
だ
よ
り
」皆
さ
ん
読
ん
で
く

れ
て
ま
す
か
？
今
年
の
秋
も
、10
月

24
と
25
日
の
産
業
ま
つ
り
、市
議
会

ブ
ー
ス
で
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。私
は
席
を
外
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、あ
し
か
ら
ず…

。 （
秀
）

印
刷
／
タ
ク
ミ
印
刷
有
限
会
社

議
会
だ
よ
り
編
集
小
委
員
会

　
委
員
長 

福
　
田
　
利
　
喜

　
副
委
員
長 

大
和
田
　
加
代
子

　
委
　
　
員 

佐
々
木
　
良
　
麻

　
　  

同 

菅
　
野
　
秀
一
郎

　
　  

同 

伊
　
勢
　
　
　
純

　
　  

同 

佐
々
木
　
一
　
義

あ
と
が
き

がんばってます！ 市内の団体や個人を紹介します。

　「お酒は、ものづくり」と高校時代に思い立った
私は、東京農業大学へ進み、醸造を学びました。
　その後、関東の酒蔵で８年勤め、平成19年秋
から酔仙に入社しました。現在は、醸造計画を立
て、いつ、何を、どのようにつくるかを働く人たち
に伝えることが私の仕事です。そして、米の出来
具合や天候などにより、もろみをコントロールす
るための指示を出して酒造りをしています。
　もろみの中では色々な反応が起きていて、分
からないこともあります。でも、現代の学問で発
酵の理屈が解明されてくると、先人たちの言葉と
しっかり噛み合う瞬間があります。また、個人の
勘とコツで造るのではなく、現状を正確に判断し
て進めていくことが現場では重要です。
　一番大変だったのは大震災。千廐の蔵をお借
りし、社を代表する「雪っこ」にみんなで取り組み
ました。復興にがんばったすべての人がそうだっ
たと思いますが、当時はあまりにも目まぐるしく、
その記憶は断片的です。
　一番嬉しいのは、「おいしい」と言葉をもらった
時です。杜氏となってからは気になるもろみの手

入れなどに追われ、高田の飲食店に顔を出せな
いのが残念です。
　教育委員会の出前授業で市内中学校に出かけ
ています。こどもたちに、お酒にこだわらず発酵
のことをもっと伝えていきたいと思っています。

　地域の企業は魅力的でなければと思っていま
す。施策はいろいろあると思いますが、企業と一
緒になって、まちに人が残るようにがんばってほ
しい。

酔仙酒造株式会社 取締役・杜氏

金 野  泰 明 さん
こんの　　    やすあき

　金野泰明さん（小友町・50才）は、酔仙酒造株式会社

で造り手の最高位である杜氏として働いています。登

記上の本社の所在地は、現在も震災前と同じ陸前高田

市。移転先の大船渡工場で働く金野さんは「発酵は理

屈として分かっている部分は良いが、分からないことも

ある」と謙虚に仕事の奥深さを追求しています。仕事や

陸前高田市への夢などを伺いました。

第26回

議会へのひとこと

杜氏として手がけた製品が数々の賞を受賞
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